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令和7年度より木崎小PTAは
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アンケート期間　：　令和6年12月12日〜令和6年12月19日
総　回　答　数　：　362件（総会員数805人　　回答率45％）

第２回PTA活動に関するアンケートにご協力ありがとうございました

委員会制を一部廃止し、ボランティア制へ移行することについて

賛成96.７％

反対3.3％

この結果を踏まえ、一部の委員会を残し、
ボランティア制に移行することを
決定いたしました



アンケート結果

委員会経験がある(１回)
37.6%

委員会経験がある(2回以上)
16.3%

本部役員経験がある
4.1%

ボランティア経験がある
21.3%

無し
33.4%

やってよかったし、
活動は負担ではなかった

4.1%

活動は負担だったが、
またやっても良い

1.9%

やってよかったが、
活動は負担だった

46%

活動が負担だったので
もうやりたくない

24.2%

その他
6.6%

役員経験の有無Q 委員会・本部役員経験者の感想Q
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フードドライブ 環境

現在のPTA活動について

アンケート結果

ボランティア制が導入されたらご協力いただくことは可能か？
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1．委員会の縮小・廃止

①子どもたちの安全な学校生活・PTA本部選出のため、以下の２つの委員会を残します

　　地区委員会・お世話係・・・登校班・通学路の安全、資源回収、育成会巡回の参加など
　　選 挙 管 理 委 員 会・・・・本部役員の選出など

②広報委員会を廃止します

　【理由】
　・広報委員の負担：年複数回の集まり、撮影、記事作成があり負担が大きい。
　　　　　　　　　　アンケートで広報誌不要、活動協力できないとの意見が多い。(前項参照)
　・個人情報の観点：児童・先生方の顔写真の掲載について抵抗がある方が多い。
　　　　　　　　　　個人のスマホ、カメラ等での撮影のため、データの取り扱いに不安がある。
　　　　　　　　　　委員会であれば誓約等、取り決めを作ることも可能だが、ボランティアと
　　　　　　　　　　いう立場では責任をもてない。
　　

変更点



2．委員会等からボランティア制への移行

変更点

ふれあい実行委員会・えがおサポート隊→

木崎ふれあいまつり
木崎ふれあいまつりの運営

よりそいサポート隊→

講演会
交通安全保護者の会講演会参加

卒業対策委員会→

卒業記念品選定
卒業記念品選定・発注・検品

本部・よりそいサポート隊→

ベルマーク
分類・集計・発送

本部・よりそいサポート隊→

学校行事お手伝い
運動会・音楽会・学年別行事・学年費監査

環境
花植え・側溝掃除・草むしり・落ち葉はき

本部→

資源回収・フードドライブ
回収・仕分け

参加したい活動に、参加できる時に、参加したい方が活動する形に変更します

・取り組み状況や募集状況に応じて、ボランティア制の活動内容を見直していきます。
・現時点での予定のため、募集ボランティアは変更の可能性があります。
・集まった人数によっては、その企画または開催の中止・廃止を検討していきます。
・募集人数など、細かい内容についてマニュアルを作成、3月に発表予定です。
・ボランティアの募集方法はアプリの利用を検討しています。



頂いたご意見に対する回答

　本部役員ではなく、会員が主体となる活動へ変更することで、本部の活動もスリム化していきます。本部は

ボランティア窓口としての連絡調整を活動の主体としていきます。

ボランティア制のマニュアル作成等、軌道にのるまでは大変かもしれませんが、アプリの活用などで効率化を

図ります。本部役員にもフルタイムワーカーがいますので、集まらなくてもできる活動を目指していきます。

まとめる本部役員に負担がかからないか？

　参加することも、参加しないことも自由です。よって、お子様の在学中に一度も参加できなかったとしても

ペナルティはありません。参加回数に応じた特典を現在検討中です。

参加しないことでのペナルティはあるのか？ポイント制にしてはどうか？

　当初、Googleフォームでの募集、LINE WORKSでの管理を予定しておりましたが、応募状況や締め切りがわ

かるボランティア管理アプリの導入を検討しています。3月頃、詳細をお知らせいたします。

応募状況がわかるようにしてほしい



頂いたご意見に対する回答

　現在、木崎小の登校班はPTA管理となっているため、現状では委員会として残しました。

登校班でのトラブル、お世話係の負担が大きいことへのご意見は学校、PTA本部でも把握しています。近隣小

学校でも登校班が無い学校、廃止した学校もあります。木崎小の登校班については、令和7年度にあらためて

皆様のご意見を伺うアンケートを実施する予定です。お住まいの地域によってもご意見は違うと思いますが、

何よりも子どもたちの登下校時の安全が守られることを第一として対応を考えてまいります。

地区委員・お世話係の活動縮小、登校班の廃止はできないか？

　基本的には募集人数に達しない活動は中止を考えています。“やってほしいけど協力はできない”では活動は成

り立ちません。本部役員や一部の方だけに負担がかかることを避け、協力できる方がいない活動は一旦お休みと

します。

　ただし、木崎ふれあいまつりについては予め年間予定に開催日を組んでいただくことや、子どもたちが楽しみ

にしていることもあり、応募人数によってはお祭り形式にこだわらず、企画内容の縮小・変更を検討します。

ボランティアが集まらなければ活動中止になってしまうのか？



頂いたご意見に対する回答

　他の学校の利用状況も参考にしながら、費用や委託先について情報収集していきます。

外部委託や有償ボランティアにしてはどうか？

　今回の改革は過去のPTA活動を否定するものではありません。その時代の社会背景に応じて良いと思われる

方法で活動されてきたものです。お忙しい中で一人一役をお願いし、木崎小児童の安全で楽しい学校生活を守

っていただきましたことに感謝申し上げます。

　今までやってきたのに不公平というご意見もありますが、どこかで改革していかなければ皆様の負担は減り

ません。現代の共働き家庭・フルタイムワーカーの増加、また子育てや介護、ご病気など、それぞれに事情が

ありPTA活動への参加が難しくなっている状況を踏まえ、PTA活動をスリム化していきます。

これまで引き継がれてきたものがなくなっていくことに不安を感じる。
今までの活動を尊重した変更であってほしい。



ボランティア制運用マニュアル、

年間活動予定等は3月にお知らせ予定です
令和7年はボランティア制トライアル1年目です。数年かけて評価・見直しをしていきますので、

ご意見がございましたらPTA本部までご連絡ください。

新入生相談会資料にもPTA活動の紹介ページを入れていただく関係で、新入生保護者へのボラン

ティア制移行のお知らせが先行してしまいました。申し訳ございませんでした。

PTA本部では、「すこしの力が大きな支えに」を念頭に活動を行っています

[第2•4木曜日　9:30〜12:00］

木崎小学校PTA本部 TEL　: 070-2613-3327
MAIL : kizakipta@gmail.com
URL  : https://kizakipta.com


